
ロボット革命におけるRTミドルウェアの役割  

連絡先： n-ando[あっとまーく] aist.go.jp 
 

要旨： 
政府が取りまとめた「ロボット新戦略」では、ロボット活
用のためのアクションプランとして3つの柱、１）ロボット
創出力の抜本強化、２）ロボットショーケース化、３）世
界を見据えたロボット革命の展開・発展、が示された。
RTミドルウェアは複雑化するロボットシステム開発にお
いて、既存の要素技術の統合を容易にし、ロボット創
出力を強化に資する、日本発のロボットソフトウェア基
盤である。 

概要： 
RTミドルウェアはロボット機能要素をソフトウェアモ
ジュール化しインテグレーションするためのソフトウェア
基盤である。本発表ではRTミドルウェアの概要とロボッ
ト革命における役割について述べる。 

特徴： 
�日本発のロボットソフトウエア基盤 
�既存のソフト・ハード資産を有効活用 
�国際標準準拠の複数の実装が利用可能 

リンク・URL： 
● OMG標準”Robotic Technology Component  
  Specification “ http://www.omg.org/spec/RTC 
●産総研版オープンソースRTミドルウェア  
  ”OpenRTM-aist” http://openrtm.org 
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安藤慶昭 （産業技術総合研究所 主任研究員） 
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RTMを活用したRTアプリケーションコミュニティの提案 
          

連絡先：  
千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター 平井成興   
E-mail:  hirai [あっとまーく] furo.org 
   URL：   http://furo.org/ja/robot/index.html 

要旨： 
RTM普及の問題となっている実用アプリケーションの少な
さに対して，本提案では研究者や技術者に加え，アプリ
ケーションの視点から当該活動に関心を持つ人も交えたコ
ミュニティを作り，RTMの活用を図ることを提案する． 

概要： 
RTMを利用したロボットシステムの社会実装には，具体的
な現場での利用を通じて改良していくPDCAサイクルの実施
が重要と考えられる．その母体として、特定のアプリケー
ションを共有できる研究者，技術者，ユーザのコミュニ
ティーを作り，実用性に優れたRTコンポーネントやシステム
モデルの開発を目指してゆくことを提案する． 

特徴： 
�特定のアプリケーションに絞った開発とモデル化 
�既存RTC資源の再利用とブラッシュアップ 
�真の利用者を含む関係者の密な連携 
 

参考URL： 
http://robossa.org/ 
http://robopedia.sakura.tv/ 
http://openrtm.org/openrtm/ja/content/openrtm-aist-official-
website 
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平井成興（千葉工業大学未来ロボット技術研究センター副所長） 

既存RTCなどを活用しつつ、具体的なア
プリケーションに適した改良を繰り返す
ことで、実用的なシステム、実用的な
RTC群が育っていくことを期待する 
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RTミドルウェアの実践的展開  
-RTMの産業分野への新展開とミドルウェア人材の育成- 

連絡先： 埼玉大学理工学研究科人間支援生産科学部門 
琴坂信哉：kotosaka(at)mail.saitama-u.ac.jp 
URL：http://design.mech.saitama-u.ac.jp/ 

要旨：RTミドルウェアの産業用機器への応用例として，複数 
メーカの産業用ロボットを統一された環境で操作するための
コンポーネントの紹介，およびそれを実際の産業用機器を用
いて体験することのできる学習教材の開発成果についてご紹
介します． 

 
概要： 
・産業用ロボットを中心とするセル生産システムのORiN-RTM 
 連携アプリケーション開発学習教材 
・それを用いた人材育成講座の実施 
・RTMを用いた社会実装教育手法の開発とその実践 
 

技術的特徴： 
�複数メーカの産業用ロボットに対応 
�汎用的な産業技術課題に対する RTM応用の 
  エンジニアリングサンプル 
�実践的教育教材の整備 
�オープンソースとして公開 
�中小企業等でのRTMの試用や技術導入の際の 
  ファーストステップとしての活用を期待 

参考URL： 
http://openrtm.org/ 
http://www.openrtm.org/openrtm/ja/project/contest2014_18 
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琴坂信哉（埼玉大学） 

NEDOプロジェクトを核とした人材育成、産学連携等の総合的展開  2014-2015 

ミドルウェアを用いたセル生産システムのため
のアプリケーション開発学習教材 

http://openrtm.org/


生活と食の分野を目指したRTミドルウェアの新展開 
          

連絡先：  
h.okada[あっとまーく]tamagawa.ac.jp  
URL： http://okadanet.org 

要旨： 
   生活支援ロボットや、食に関わる生産分野において、 
    コミュニティを創成しRTミドルウェアの活用を促進する 
概要： 
   日常生活をサポートする家庭用ロボットの競技会であ    
    る、ロボカップ＠ホームを通じて、RTミドルウェアの技術 
    の活用を図る。 
    高品質・高栄養・無農薬野菜の効率的な生産を目指し、 
    RT技術により従来型農業の代替としての植物工場に留 
    まらない、食料生産技術の新しい展開を目指す。 
特徴： 

�ロボカップ＠ホーム 
�ロボット競技会 
�農業のインテリジェント化 
�完全閉鎖型農業 
�LED農園 
�Farmatory 

リンク・URL： 
ウェブサイト：
http://www.tamagawa.jp/social/academic/plant_factory/ 
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岡田浩之（玉川大学 教授） 

NEDO特別講座  RTミドルウェア実践的展開プロジェクト 成果報告会 

http://www.tamagawa.jp/social/academic/plant_factory/
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ロボット革命とその担い手 ～そこにおけるRTMの役割～ 
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RTミドルウェアを活用したビジネスへの取り組み 
          

連絡先：  
株式会社セック  長瀬 雅之 
   E-mail:  nagase@sec.co.jp 
   URL：   http://www.sec.co.jp/ 

要旨： 
RTミドルウェアはビジネスになるのか，ビジネスに使えるの
か，という疑問に対し，自社のロボットビジネス立ち上げの
ために活用してきたセックの事例を紹介する． 

概要： 
RTミドルウェアを活用したセックのビジネス事例について紹
介する． RTミドルウェアをキーテクノロジとして，セックがど
のようにして13年間実績を積み上げ，ビジネス の実利を得
てきたかを紹介し，最新のセックのビジネス状況について
概説する． 

特徴： 
�ロボットソフトウェア受託開発案件への取り組み 
�ロボットインテグレータとしての取り組み 
�機能安全対応での取り組み 
�ロボットビジネス市場拡大への取り組み 

リンク・URL： 
なし 
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長瀬   雅之（株式会社セック 開発本部第四開発部 部長） 

NEDO特別講座  RTミドルウェア実践的展開プロジェクト 成果報告会 





役に立つ、売れるロボットづくり 
          

連絡先：  
埼玉県産業労働部産業支援課  島田 守 
   E-mail:  shimada.mamoru@pref.saitama.lg.jp 
   URL： http://www.pref.saitama.lg.jp/ 

要旨： 
埼玉県では様々な分野へのロボットの普及と、参入企業の
売上に繋げるため、社会で役に立つ、売れるロボットづくり
を支援している。 

概要： 
先端産業創㐀プロジェクトの一分野として昨年度スタートし
たロボットプロジェクトは、社会で役に立つ売れるロボットづ
くりを目指しています。 
様々な分野のロボット導入ニーズの発掘、ユーザー参加に
よる売れるロボットの企画づくり、開発と実証の支援など、
様々な取組を紹介します。 

特徴： 
�県内全産業分野のロボット導入ニーズ調査 
�ユーザーも参画する開発ロボットの企画づくり 
�県外の企業・大学も対象の開発助成制度 
�様々な実証フィールドの提供 
�ビジネスパートナーと出会う交流会の開催 

参加者募集！ 
７月２４日(金) １３：３０～第５回ロボットニーズ研究会 
           １５：００～第１回ロボットビジネス交流会 
新都心ビジネス交流プラザ ４階会議室 
          ＪＲ北与野駅前、ＪＲさいたま新都心駅８分 
お問い合わせ ０４８－８３０－３７３７ 

robopedia 

島田 守（埼玉県産業労働部産業支援課 主幹） 

NEDO特別講座ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ  ロボット革命が目指すものとＲＴミドルウェアによる地方からの実現 

ロボット導入ニーズ調査 

・全産業3200社・団体 

 
埼玉ロボットニーズ研究会 
ﾕｰｻﾞｰﾆｰｽﾞを踏まえた企画づくり 

 

ロボットアイデアソン 

・斬新なアイデア提案 

 

ロボットアカデミー 
・参入のいろは理解 
・全4回終了 

 

ロボット開発支援 
・助成：トライアル、本格開発、モニǿー機 
     （企業単独、産学連携） 

 

 実証フィールドの提供 
・廃校、橋りょう、河川、Ȁム湖、山林など 

 

 ビジネス支援 
・ビジネス交流会、コンテスト、展示会など 

 

 

ロボットビジネス交流会 
ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽﾊ゚ ﾄーﾅー 獲得の場 

mailto:shimada.mamoru@pre.saitama.lg.jp


相模原市におけるロボット革命 
          

連絡先： 相模原市 産業政策課 渡辺 誠治 
             s.watanabe.ab@city.Sagamihara.kanagawa.jp 

要旨： 
製㐀業者の衰退が余儀なくされている現状を踏まえ、
『ものづくり相模原』の復活をかけて産業用ロボットの
導入支援に取り組む。 

概要： 
相模原市はこれまで内陸工業都市としての歴史を歩み、
自動車、電機、食品などの関連産業の集積が図られて
来たが、空洞化や国際競争の激化により大きな岐路に
立たされている。市内製㐀業事業者の持続的な発展を
支援するため、競争力強化の手段として、地域として
産業用ロボットの導入支援に取り組む。 

特徴： 
�産業用ロボット導入支援センターの開設について 
�RTMの普及に対する取り組みについて 

 
 

Robopedia 

渡辺 誠治（相模原市 環境経済局 経済部 産業政策課） 

NEDO特別講座  RTミドルウェア実践的展開プロジェクト 成果報告会 

(仮)ロボット導入支援センǿー 

ロボット導入効果の 
見える化 

ロボット技術者の 
育成 

カイゼン支援 

ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀ育成 

     相模原市ロボット導入補助金 



ロボット革命の実現に向けて～北九州市の挑戦～ 
          

連絡先：  
北九州州市産業経済局成長産業担当課長 柴田 泰平 
   E-mail:  taihei_shibata01@city.kitakyushu.lg.jp 
   URL：   http://robotics.ksrp.or.jp/robotforum/ 

要旨： 
北九州市ではロボット産業を成長産業の一つと位置づけ、
現在策定中の地方創生において関連事業を強化すること
としている。現在北九州市で進んでいるロボット開発・普及
に向けた産学官連携の取組みを紹介する。 

概要： 
産学官連携のプラットフォームである「ロボット産業振興会
議」「北九州ロボットフォーラム」や研究開発・導入支援、人
材育成等の取組みに加え、今後の課題であるシステムイ
ンテグレーターのビジネス化やその人材育成について紹介
する。また、今後のロボットの普及を加㏿させるための特
区提案についても併せて紹介する。 

特徴： 
•産学官連携のプラットフォームである「ロボット産業振興会
議」「北九州ロボットフォーラム」 
•ロボット開発を総合的に支援し事業化につなげる「ロボット
技術センター」 
•中小企業の生産性向上を目的としてロボット導入を支援
する「産業用ロボット導入支援センター」 など 

リンク・URL： 
ウェブサイト：http://robotics.ksrp.or.jp/robotforum/ 

robopedia 

柴田   泰平（北九州市 産業経済局 成長産業担当課長） 

NEDO特別講座2012 - 2013 

図：産業用ロボット導入支援スキーム 



富士通ものづくり実践に関わるロボット活用について 

連絡先： kumagai.hiroyuk@jp.fujitsu.com 

要旨：富士通における過去のロボット開発の歴史を踏まえ、社内製造 
         現場における自働化・ロボット適用の状況と今後の方針について 
         お話させて頂きます。 

 
概要：富士通はMade in JAPANに拘ったものづりを実践しています。 
     現場では、多品種少量、マス・カスタマイゼーション、短期集中 
     大量生産など、様々なニーズに対応する必要があります。 
  

         本セッションでは、富士通社内の製造現場におけるロボット活用 
         の目的、適用状況に関して全体概要を紹介させて頂きます。 
  
特徴：◆ロボット開発の歴史 
         ◆汎用ロボットを使った多品種生産への応用 

 ◆機械学習と自律制御への応用 
 ◆ロボットSierとしての対外ビジネスの実施 
 

参考リンク・URL： 
     http://pr.fujitsu.com/jp/news/2015/03/6.html 
      http://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/manufacturing/monozukuri-total-support/ 

Robopedia 

富士通株式会社 プリンシパルコンサルタント 熊谷博之 

NEDO特別講座  RTミドルウェア実践的展開プロジェクト 成果報告会 
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